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令和８年度 事業計画 

基本方針 

 

近年、少子高齢化や単身世帯の増加、住民同士のつながりの希薄化、高齢者や障害

者の虐待、子どもの貧困・虐待、ヤングケアラーの存在など多くの課題が日々発生し

ており、地域生活課題はさらに複雑・多様化しています。 

このような中、地域での活動には、相互扶助機能のさらなる強化や地域特性に応じ

たコミュニティを育むことで、地域住民がつながり、相互に役割を持ち、支え手と受け手

という関係を超えた取り組みが求められます。 

本会では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、関係機関と連携を図り

ながら地域住民自らが主体的に参画し、地域課題を解決する『地域共生社会』の実現

に向けて、継続的に取り組んでいきます。また、判断能力が不十分な高齢者や障害者

が増加する中で、日常生活自立支援事業を充実させるとともに、身元保証や死後事務

等の「新たな事業」を整備していきます。さらに、多数の社会福祉法人や一般企業、

団体等の協力のもとフードドライブ事業を推進し、子ども食堂やフードバンク、ホー

ムレス支援団体などを通じて生活困窮者支援につなげるとともに、法人・企業等との

関係強化に努めます。 

また、高崎市からの指定管理を受けて運営する福祉会館・センター、長寿センター、

児童館、社会就労センター、障害者自立支援センター及び地域活動支援センターにつ

いては、新たな指定期間を迎えますが、引き続き安全な施設運営及びサービスの充実

に努めます。 

介護保険事業の在宅福祉サービスについては、介護報酬の改定等により、厳しい運

営状況ではありますが、本会が有する責務と事業の採算性とのバランスを考慮した効

率的な経営判断のもと、安定した運営が行える体制を確保していきます。 

事業の実施にあたっては、法令遵守の徹底や危機管理の強化、働き方改革への的確

な対応や人材の確保、育成、定着化に努める等、役職員一体となって市民の信頼と公

益的な使命に応えてまいります。 

以上、高崎市社会福祉協議会の令和８年度事業計画は、地域住民や福祉団体、行政、

関係機関等とさらなる協力体制を築きながら、次に記載の目標の達成に向け、各実施

計画の事業を展開します。 
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目 標 

１ 地域とともに支え合う基盤づくり 

（１）生活支援体制整備事業への協力 

地域課題は複雑化・多様化しており、行政や専門機関だけでの解決は難しい。 

そのため、地区担当職員が地域の会議へ継続的に参加し、地域住民や高齢者 

  あんしんセンター、行政と連携しながら、支え合いの地域づくりを進める。 

 

（２）高齢者あんしんセンターの運営 

高崎市高齢者あんしんセンター（北・東・西地区）の運営を通じて、地域特性 

を踏まえた支援体制を構築し、住民主体の活動と公的支援が相互に補完し合う仕 

組みを整備する。 

 

 

２ 誰一人取り残さない包括的支援体制の強化 

（１）生活困窮者等への迅速な対応と連携 

生活困窮や制度の狭間にある課題に対しては、自立相談支援機関、市の各部局、 

ハローワーク、民生委員児童委員など関係機関と密接に連携し、早期発見と迅速 

な対応に努める。 

 

（２）相談しやすい体制づくり 

制度理解を深め、相談しやすい体制づくりを進めることで、必要な支援へ確実 

につなげていく。 

 

（３）フードドライブ事業の強化 

企業や団体への周知を進め、地域の支援ニーズに応じて円滑に食品を届けられ 

る仕組みを整備する。 

 

（４）専門性を活かした包括的な支援 

多様な相談を丁寧に受け止め、専門性を活かしながら関係機関と有機的に連携 

し、包括的な支援を行う。 

 

（５）職員の育成 

職員研修やケース検討を通じて職員の資質向上を図るとともに、必要に応じて 

ＯＪＴを行う。 

 

 

３ 権利擁護と安心して暮らせる仕組みづくり 

（１）日常生活自立支援事業の実施 

判断能力に不安がある人が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、日常生 
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活自立支援事業を着実に実施する。あわせて、関係機関との連携を強化し、生活 

全体を見据えた支援を行う。 

 

（２）法人後見事業の実施 

法人後見事業を通じて、日常生活自立支援事業の利用者が成年後見制度の利用 

が必要となった場合にも、継続的に支援できる体制を整備する。 

 

（３）新たな事業（身元保証や死後事務等）の整備 

身寄りのない高齢者への支援のあり方について検討を進め、身元保証や死後事 

務等の「新たな事業」を整備する。 

 

 

４ 地域福祉活動と災害支援体制の充実 

（１）ボランティアセンター機能の強化 

ボランティアセンターの機能を強化し、コーディネート機能の充実を図る。 

 

（２）買物代行事業・傾聴ボランティア派遣事業の実施 

買物代行事業や傾聴ボランティア派遣事業を継続するとともに、市民活動セン 

ター、大学、企業等と連携し、多様な主体による地域福祉活動を促進する。 

 

（３）ふれあい・いきいきサロンや地区社会福祉協議会活動の支援 

住民主体のサロン活動や地区社会福祉協議会の活動を支援し、地域福祉への参 

加を広げる。 

 

（４）共同募金による住民活動等の支援 

共同募金の活用を通じて、ＮＰＯやボランティア団体、住民主体の活動の継続 

と発展を支援する。 

 

（５）大規模災害における災害ボランティアセンターの設置・運営体制の整備 

災害時において災害ボランティアセンターを速やかに設置し、円滑に運営でき 

るよう、日頃からマニュアルの更新や訓練を実施する。 

 

（６）大規模災害における協定締結や事業継続 

企業や団体との協定締結を含め、平時から連携を強化する。あわせて、ＢＣＰ 

（事業継続計画）の適宜見直しとシミュレーションを行い、非常時にも支援を継 

続できる組織体制を確立する。 
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実施計画 

 

１ 社会福祉事業 

（１）法人運営事業 

ア 理事会、評議員会の開催 

本会の運営上の重要事項決定や事業執行のため、理事会、評議員会を開催 

する。 

イ 監事会等の実施 

     内部監査人の内部監査及び税理士の定期会計点検によりガバナンスの強化 

を図る。 

ウ 運営体制の強化 

法律・財務・税務・労務について、外部の専門家と顧問委託契約を結び、 

組織運営体制の強化を図る。 

エ 職員の人材育成の取り組み 

外部研修への計画的な参加や内部の現場研修を実施し、職員の資質向上と 

やりがいのある職場づくりに努める。 

 

 

（２）財政基盤の強化 

ア 会員制度の充実強化（一般、特別、施設、団体会費収入）  

住民主体の理念に基づき、地域福祉の推進と事業の自主性を高めるために、 

社協事業の啓発や本会活動の周知を行うことにより、会員の加入促進を図る。 

イ 寄附等による財源の確保 

ウ 共同募金配分金事業 

・群馬県共同募金会からの地域配分を地域福祉充実のために適正に活用する。 

・地域歳末たすけあい募金を歳末時期及び通年の地域福祉事業に活用する。 

 

 

（３）地域福祉活動事業の推進 

市民の福祉課題を解決するため、会費や補助金等を原資として住民主体の地 

域福祉活動を展開する。また、災害時等における緊急対応をより円滑に進める 

べく、各関係者・他団体と連携して、必要な体制整備を図るとともに、課題認 

識の共有化および被災地支援活動等の基盤強化に取り組む。 

ア 地区社会福祉協議会活動の推進 

イ 高齢者を対象とした「ふれあい・いきいきサロン」及び子育て家庭を対象

とした「ふれあい・子育てサロン」への支援 

ウ 広報紙「社協たかさき」やホームページを活用した情報発信の充実 

エ 福祉バスの運行 

オ フードドライブ事業の実施 
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カ 緊急要援護者に対する法外援護の実施 

キ 子育て支援事業の実施（箕郷） 

ク 車いす等対応車両貸出サービス事業の実施 

ケ 生活支援体制整備事業への協力 

コ なんでも福祉相談事業の実施 

サ 社会福祉施設及び関係団体との連携・支援 

シ 思いやり駐車場の利用証交付事務の実施 

 

 

（４）受託事業 

次に掲げる高崎市からの受託事業を適正に実施する。 

ア たかさき市民福祉大会の開催 

多年にわたり社会福祉事業に功績のあった人や団体に感謝の意を表すると

ともに、福祉のまちづくりを推進することを目的に実施する。 

イ 吉井東学童保育クラブの運営 

保護者が仕事などにより昼間留守になる家庭の児童を対象として、遊びや

生活の場を提供し、放課後児童の健全育成を目的として行う。 

ウ 女性元気サポート事業 

生活や仕事・子育て・介護・ＤＶ被害などの悩みや不安を抱える女性 

を支援するため、関係団体と協働し、相談窓口の開設や生理用品の配付、 

居場所の提供を行う。 

 

 

（５）福祉ボランティアの町づくり事業 

市民が共に手を取り合い、心の触れ合うまちづくりを推進するため、交流や 

学習の場を設けると共に、ボランティアセンター事業を実施する。 

また、養成したボランティアの力を活用し、地域の課題解決に向けた体制づ 

くりを進める。 

ア ふれあいの広場の開催 

イ ボランティア講座の開催 

ウ 住民のボランティア活動への参加促進 

エ ボランティア登録及びコーディネート 

オ ボランティアの育成支援 

カ 学校や企業等における福祉教育の推進 

キ ボランティア活動保険等の加入促進 

ク ボランティア情報の発信 

ケ 福祉用具貸与事業の実施 

コ 倉渕地域高齢者移動支援事業の実施 

サ 高齢者等買物代行事業の実施 
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シ 傾聴ボランティア派遣事業の実施 

ス 収集物の受入れ 

セ 災害時に備え市や関係団体との協力体制の構築 

 

 

（６）おもちゃの図書館事業 

発達に不安のある子どもたちに、たくさんのおもちゃで豊かな遊びの場を提

供する。また、同じような子育ての悩みを抱えた家族の情報交換の場としても

活用いただく。 

 

 

（７）生活福祉資金等貸付事業 

生活困窮者自立支援機関ほか関係機関と連携し、援助が必要な低所得者世帯 

等に資金の貸付や相談支援を行う。 

ア 生活福祉資金貸付事業及びコロナ特例貸付事業償還等の取扱い（県社協受

託事業） 

イ 生活困窮者自立支援機関が行う支援調整会議への出席 

ウ つなぎ資金貸付事業の実施 

 

 

（８）日常生活自立支援事業 

福祉サービスの契約や日常生活の金銭管理において支援を必要としている人 

を対象に、契約に基づき日常的な金銭管理の援助や通帳・印鑑の預かり等を行 

い、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう支援する。 

 

 

（９）子育てＳＯＳサービス事業 

妊娠期から就学前児童の保護者の精神的・身体的負担の軽減のため、要請 

に基づいてヘルパーを派遣し、育児・家事等の必要なサービスを行う｡ 

ア ヘルパーによる訪問サービス業務（家事支援、育児支援、相談支援など） 

イ 保健師による電話相談業務 

ウ 職員間の情報交換などを目的とした研修や会議の実施 

エ 高崎市保育課、健康課、児童相談所等関係機関等との連絡調整 

 

 

（10）介護保険居宅介護支援事業 

   【高崎社協中央居宅介護支援センター】 

総合事業対象者及び要支援、要介護認定者に対し、できる限りその居宅に

おいて、その人の能力に応じた自立した日常生活が営めるよう、有効かつ適

切な支援を提供する。地域福祉を推進する公共性の高い立場を認識する中で、
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介護保険法に定められた運営基準を遵守しつつ、適正かつ健全な運営に務め

るとともに、資質の向上と業務の充実強化を図る。 

ア 指定居宅介護支援事業者として、要介護認定者への居宅介護支援の実施 

イ 指定介護予防支援事業者として、要支援認定者への介護予防支援の実施 

ウ 介護予防支援事業所（高齢者あんしんセンター）からの受託により、総合 

事業対象者及び要支援認定者への介護予防ケアマネジメント業務の実施 

エ 職場内研修計画を立て、スキルアップを図るための職員研修の実施 

 

（11）介護保険等訪問介護事業 

   【高崎社協中央訪問介護センター】 

総合事業対象者及び要支援、要介護認定者の居宅を訪問し、できる限り居 

宅において、その人の能力に応じた自立した日常生活が営めるよう身体介護 

及び生活援助等のサービスを提供するとともに、介護保険法に定められた運

営基準を遵守しつつ、適正かつ健全な運営に努める。 

ア 介護保険の指定訪問介護事業者として、要介護認定者への訪問介護サービ 

スの実施 

イ 介護予防・日常生活支援総合事業の指定事業者として、総合事業対象者や

要支援認定者への予防訪問介護相当サービスの実施 

ウ 介護職員の質的向上を図るための研修参加 

エ 事業所内で職場内研修計画を立て、スキルアップを図るための職員研修の

実施 

 

 

（12）障害者総合支援訪問介護事業 

【高崎社協中央訪問介護センター】 

居宅において自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう障害 

者（児）の身体その他の状況又はその置かれている環境に応じて、身体介護 

及び家事援助、通院介助や障害福祉サービスを提供するとともに、障害者総 

合支援法に定められた運営基準を遵守しつつ、適正かつ健全な運営に努める。 

ア 指定居宅介護事業、指定重度訪問介護事業者として、市町村が決定した居

宅サービス支給決定者への居宅介護、重度訪問介護事業の実施 

イ 市町村が支給決定した視覚障害者に対して同行援護事業の実施 

ウ 移動支援事業の実施（高崎市から受託） 

 

 

（13）介護保険等通所介護事業 

   【高崎社協群馬デイサービスセンター・高崎市吉井デイサービスセンター】 

介護保険法及び障害者総合支援法の制度趣旨に則り、利用者が可能な限り 

居宅において、その有する能力に応じて自立した日常生活を営めるよう支援 
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することを目標に、必要な日常生活上の支援及び心身機能の維持、向上に向 

けた機能訓練等のサービスを提供する。あわせて家族等介護者の負担の軽減 

を図る。 

事業運営においてはそれぞれの地域性を踏まえ、利点を生かした特徴ある 

サービスを提供する。 

   ア 要介護認定者への介護保険通所介護サービス及び要支援相当の利用者への

予防通所介護相当サービスの実施 

イ 障害者への障害福祉サービスの実施 

ウ 各事業所間の情報交換及び職員のスキルアップを図るための計画的な職場 

内研修の実施 

 

 

（14）高崎市社会就労センター事業 

【セルプ楽間】 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総 

合支援法）に基づき、一般企業に就労及び適応することが困難な障害を有す 

る人に対し、福祉的就労の場や生産活動の機会を提供し、就労及び生活支援 

を通じて主体性の確立・技能習得・勤労意欲の向上を図り、個別支援計画に 

沿った就労継続支援Ｂ型サービスを提供する。 

事業の実施にあたっては、適正かつ健全な運営に努める。 

ア 検品、パッケージング、組立、除草等の生産活動を実施する。 

実施にあたっては、受注の確保及び売上高の増額に努め、利用者工賃のさ

らなる充実を図り、地域での自立を支援する。 

イ 生産活動を通じ社会性の向上及び就労意欲の高揚を図り、一般就労への移 

行を支援する。 

ウ 利用者の健康管理及び５S活動を推進し、事業所の環境整備に努める。 

エ 実習・見学・ボランティアを積極的に受け入れ、関係機関と連携し、利用 

率の向上を図る。 

 

 

（15）吉井障害者自立支援センター事業 

【こはぎ】 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総 

合支援法）に基づき、多機能型の通所事業所として、個別支援計画に沿った 

生活介護及び就労継続支援Ｂ型の二つのサービスを提供する。また、利用者 

の健康管理及び事業所の環境整備に努め、よりよい利用環境作りをするとと

もに、地域に根ざした障害者福祉の拠点として、障害者福祉の増進に努める。 

 ≪就労継続支援Ｂ型≫ 

一般企業に就労及び適応することが困難な障害を有する人に対し、福祉的 
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就労の場や生産活動の機会を提供するとともに、日常生活に必要な社会性や

生活スキル、職業自立に必要な基礎を身に付けられるよう支援する。 

ア 花卉栽培・販売、部品組立作業、清掃等の生産活動を実施する。 

実施にあたっては、受注の確保及び売上高の増額に努め、利用者工賃のさ

らなる充実を図り、地域での自立を支援する。 

イ 生産活動を通じ社会性の向上及び就労意欲の高揚を図り、一般就労への移

行を支援する。 

 

  ≪生活介護≫ 

常時介護を要する障害を有する人が、住み慣れた地域で暮らし続けられる 

ようにするために、必要な支援を個々の状況に合わせて実施する。 

ア 入浴、排泄及び食事介助等の介護サービスを提供する。 

イ 身体機能の維持向上、日常生活の質の向上、創作・生産活動を支援する。 

 

 

（16）地域活動支援センター事業 

【箕郷福祉作業所・群馬福祉作業所】 

利用者に日中活動の場を提供し、創作的活動または生産活動を通じて社会 

    生活に適応できるよう支援することにより、利用者の地域生活支援の促進を 

図る。 

ア ホチキス針パッケージング、検品作業、オリジナル製品の販売等の生産活

動を実施し、作業収益を利用者に工賃として還元する。 

イ 生活支援の一環として、外出訓練、体操指導、音楽指導、各教室の開催等

を実施し、併せて教養・娯楽活動として季節行事等を実施する。 

ウ 両作業所共同でイベントや作業を実施し、利用者の交流や親睦を図る。 

 

 

（17）児童館事業 

  【倉賀野児童館・豊岡児童館・井野児童館・群馬児童館】 

     家庭や地域・福祉や教育機関とのつながりを大切に、遊びの提供や子育て

支援を行い、子どもの健全育成の環境づくりをする。また、子どもたちが明

るく健やかに育つよう、行事や活動の企画や親子クラブへの活動支援を推進

する。 

 

 

（18）長寿センター事業 

  【群馬長寿センター・新町長寿センター・新町鉄南長寿センター】 

高齢者の生きがいづくり・健康づくり・仲間づくりを推進すると共に、教養

講座開催や各レクリエーション事業等により健康の増進、教養の向上を図る。 
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（19）各団体事務局の運営及び支援 

ア 高崎市共同募金委員会 

イ 高崎市民生委員児童委員協議会 

ウ 高崎市ボランティアグループ連絡協議会 

エ 高崎地区更生保護女性会 

 

 

（20）社会福祉関係実習生の受入れ 

 将来の地域福祉を担う学生等に対し実習指導を行う。 

 

 

 

２ 公益事業 

（１）福祉会館事業 

  【倉渕福祉センター・箕郷福祉会館（エスポワール）・群馬福祉会館】 

市から指定管理を受けた３施設の有効活用に努める。 

 

 

（２）地域包括支援センター事業 

高崎市からの委託により、「高齢者あんしんセンターたかさき社協」を設置し、

地域住民の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行うことにより、

地域住民の保健医療の向上及び福祉の増進を包括的かつ継続的に支援する。 

高崎市内にある日常生活圏域４６カ所のうち、北・東・西地区の３地区を担

当し、きめ細やかな高齢者ニーズや情報の把握を行う。なお、活動区域を越え

て業務を行う必要があるときは、他の活動区域のセンターと連携を図る。 

ア 包括的支援事業 

イ 介護予防・日常生活支援総合事業 

ウ 指定介護予防支援事業  

 

 

（３）法人後見事業 

日常生活自立支援事業の利用者などが、判断能力が低下した後にも引き続き

住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、成年後見人等を受任し支援する。 

 

 

（４）身元保証等事業 

   支援してくれる身寄りのない高齢者の身元保証や死後事務等の「新たな事業」

を整備する。 
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３ 収益事業 

経営の健全化と利益の効率化を図る。 

（１）倉渕福祉センター売店事業 

   倉渕福祉センター売店の運営 

 

 

（２）自動販売機事業 

市有施設内に設置した自動販売機の管理運営 

 

 

（３）土地、建物賃貸事業 

   本会所有の建物を他法人に賃貸 


